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2019 年 10 月 11 日から 14 日、中国合肥にて第 11 回アジア太平洋国際病理アカ

デミー（以下 APIAP）大会が開催されました。本会はもともと北京で開催予定と

聞いていましたが、その後上海、そして合肥での開催に落ち着いたものです。2018

年ヨルダンでの IAP 総会時 APIAP の理事会が開催されたが、学会の実質的な推進

者（secretary�general）である Jing�Zhang 先生の説明は非常に immature なもの

であり、彼がシアトルにいるということもあって、どのような会になるのか、本当

に開催されるのかといった危惧を正直持ちました。おそらく彼の非常な努力により

Xiu-Wu�Bian 先生を会長として本会が実施されたのだと想像します。岡山からは、

第 12 回 APIAP の事務局長を務める田中健大（たけひろ）先生、わたくし、病理

診断科の柳井広之教授、日本旅行コンベンション担当者 2 名が出席しました。田中

先生は前日から入っており、その時には中国病理学会が開催されていて入場できな

かったとのことでした。今回の APIAP は Zhang 先生の報告では 27 か国から 1000

名以上の参加があったとのことですが、9 割がたは中国国内からの参加者ではない

かとの印象であり、前日までの別の会からの出席を募ったのではないかと想像され

ました。一方、11 日、13 日に APIAP 理事会が開催されたが、APIAP に属する国

のうち少なくとも 1/3 の国からは出席がありませんでした。演者も相当数を欧米か

ら招聘しており、中国の病理医の勉強会といった側面を感じました。これは 12 回

に向けて他山の石としたいと思っております。今回の開会式は、面子を大事にする

中国らしく、最前列には中国の首脳陣、長老の方々、IAP�Schmidt 会長、長村次期

会長などが座られ、その後ろに「VIP」と書かれたメンバーの席、そして一般参加

者という順序で席が用意されました。Bian 会長をはじめ、種々の先生方がスピー

チをされ、最後に最前列の方々が壇上に並んで重厚な開会式が終了しました（写真）。

閉会式の様子。一番左が長村次期会長。

APIAP 2019 Congress in Hefei 開催される
第 11 回 APIAP（中国合肥）について

IAP 日本支部会長　吉野　正
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わたくしは 12 回（岡山の APIAP）の紹介を主眼としており、

11 日 13 日の理事会で概要を説明し、brochure を配布しまし

た。11 日には DVD も出しましたが、概ね好評でほっとした

ところです。理事会では出席できないところからスカイプを

使って会議をしようという提案があったはずなのですが、接

続するところは見受けられませんでした。なお、第 13 回（2023

年）はマレーシアで開催することが決定しました。

今回事前登録制を引いていましたが、会が近づくまで決済

できないということなどがあり非常に困りました。また、最

終日に閉会式があるということが直前に判明しましたが、わ

たくしは対応できず柳井先生が立派に代役を果たしてくれま

した。中国の新幹線は思っていた以上に快適で時間にも正確

でしたが、APIAP のほうは準備不足の超特急でいろいろと

周知不足がありました。

追記：�わたくしは 11 月 14 日から 17 日の中国病理学会に招

聘され、リンパ腫の分類について講演しました。その

際、11 回 APIAP の Bian 会長も出席され、祝辞を述

べられていました。病理学会と IAP とは緊密な関係に

あることを実感しました。

九州大学形態機能病理　小田義直

学会 3 日目の 10 月 13 日の 20：00 から会場ホテルの Hong 

Kong Hall で Council Meeting が開催されました。JDIAP か

らは長村先生、松原先生、吉野先生、小田の 4 名が参加しま

した。シンガポールの Dr. Puay Hoon Tan が議長を務め、タ

イの Dr. Pongsak Wannakrairot, が進行を執り行いました。

Dr Dietmar Schmidt（President IAP）の開会の挨拶に始まり、

型通りの Jordan IAP Congress の報告、現在進行中の Hefei

での APIAP Congress の報告に引き続き、吉野先生が 2021 

Okayama APIAP Congress の予告と宣伝のプレゼンを行い

ました。吉野先生には最後に 2026 IAP Congress への福岡誘

致についても言及していただきました。学会 1 日目、10 月

11 日の NETWORK OF APIAP MEMBERS という会でも吉

野先生には 2021 Okayama APIAP Congress の宣伝と最後に

2026 IAP Congress への Fukuoka Bit について紹介していた

だき相乗効果があったと思います。この後にCouncil meeting

のメインイベントであります 2023 年 APIAP Congress の開

催国決定のためのプレゼンと投票が行われました。投票の集

計の合間に小田が時間をいただき、2026 年 IAP Congress の

福岡開催誘致のプレゼンをさせていただきました。各国参加

者の反応も好評で吉野先生の紹介にダメ押しするような形で

アジアでの票固めはうまく行ったと自負いたしました。

2023 年 APIAP はマレーシアの Dr. Norain Karim がペナ

ンでの開催を目指して、タイの Dr. Pongsak Wannakrairot,

がチェンマイでの開催を目指してそれぞれプレゼンを行いま

した。結果としてマレーシアが比較的大差で得票を集め、

2023 年にはペナンでの開催に決定しました。小田は自分のプ

レゼンに備えて早めに会場に到着しましたが、マレーシアの

Dr. Karim と政府観光局の方が声を出しながら入念に APIAP

誘致のプレゼンの練習をしておりましたのを見ておりました

ので、彼らの喜びもひとしおであったと思います。

次回 2021 年はいよいよ岡山での APIAP 開催になりますの

で IAP 日本支部会員皆様のご支援をどうぞ宜しくお願い申し

上げます。

Robert Y. Osamura, MD 長村義之

President-elect IAP　IAP 次期理事長

Congratulations!

The  1 1 thAP IAP  wa s  v e ry 

successfully held in Hefei from 

October 11 to 14, 2019.

I attended from the Pre-congress 

meeting on 11th when we discussed on Digital Pathology 

and AI application. The entire program was well organized 

and very well attended, particularly those of Plenary 

sessions attracted many people in the large auditorium. I 

would like to congratulate Dr. Bien and Dr. Jin Zhang and 

members of the Chinese Division of IAP on this successful 

outcome. Opening ceremony was very enjoyable and the 

meals were served very well every day. And particularly I 

was happy to see many Japanese pathologists attended and 

presented excellent works in various fields of pathology.

I have received the following message from a Chinese 

pathologist.

Hefei での APIAP Council meeting
Council meeting終了後の集合写真

Congratulating remarks for the very 
successful 11th APIAP

長村義之先生
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A message from IAP Chinese Division:

With the support of you and IAP members, our congress 

has achieved a great success. We are so proud that more 

than 1000 attendees representing 27 countries, including 

those from have participated in this meeting. We are very 

grateful to 84 experts from 17 different countries/regions 

for their impressive lectures, with a focus on the theme of 

future pathology. Hopefully these events during the 11th 

APIAP will build up to even stronger and closer long-term 

collaborations for the participants, and to achieve more 

groundbreaking accomplishments.

Current situation of the communities of pathology in 

China.

Chinese Society of Pathology(CSP), Dr. Zhiyong Liang, 

president chairman

Chinese Association of Pathologists, Dr. Xiuwu Bian

Chinese Cytopathology Association, a subspecialty of CSP. 

Dr. Mulan Jin

Chinese Division of IAP, Dr. Hong Bu

Normally there is annual conference for each association. 

Pathology conference can attract over 3000 pathologists 

each year. Cytology conference about 400 to 500 attendees.

More Chinese pathologists are encouraged and welcome 

to be members of IAP.

Message from IAP:

Lastly, I would like to add that IAP International 

Congress 2020 in Glasgow has opened the website for the 

submission of abstracts. We expect many attendants from 

Asian-Pacific divisions. We appreciate the donation of 

bursaries to support the attendants from the underserved 

regions. We are looking forward to seeing you all at the 

next XXXIII IAP Congress in Glasgow in 2020 and at the 

next 12th APIAP Congress in Okayama 2021.

岡山大学病院病理診断科　柳井広之

この度中国，安徽省合肥市で開催された 11th Asian-Pacific 

IAP Congress に参加してまいりました。この回の次回開催

地が岡山ということから，一度出ておかなければ，という殊

勝な動機と，合肥には李鴻章の旧家があると知り，ついでに

そこも訪れたいとか中国の新幹線（China Railway High-

speed；CRH）にも乗りたいという邪な動機，中国の友人や

教え子に会えるかもしれないという思い，そして何よりもど

うしても断ることができない筋からのご推薦があったことに

背中を押され，Challenging cases in surgical pathology と銘

打った Japan-IAP Special Session の演者を引き受けました。

私が岡山を発った 10 月 12 日朝は台風 19 号が本州に迫っ

ていた頃で，まさに風雲急を告げるなか，岡山からの上海便

は間一髪飛び立つことができました。その後上海リニアモー

ターカー（Maglev 磁浮），地下鉄，CRH を乗り継ぎ，合肥

南駅に降り立つと Congress からボランティアを務める中国

の若い病理医の方が迎えにきてくださっていて，とても助か

りました。

Congress については他の先生からもご報告があると思いま

すので，私は到着した夜の welcome reception で繰り広げら

れた演芸（Gala night: 文芸晩会）の完成度の高さに感動した

ことを記しておくにとどめたいと思います。

Japan-IAP Special は最終日の午前中を割り当てられ，同じ

時間帯で中国，シンガポールも Special session を開催しまし

た。どちらもよく練られた企画で，当初，演者の間でも「日

本人以外何人来るかねぇ」という不安の声が上がっていまし

たが，時間が経つにつれて少しずつ聴衆も増え，最後は日本

人以外で 30 人くらいは聞いていてくれていたように思いま

す。同時開催された別のセッションに何人くらい来ているの

かは気になりましたが，こちらの会場を離れるわけにもいか

ず，調べることはできませんでした。IAP の president であ

る Schmidt 先生も私たちの session においでくださり，最初

から最後まで最前列で聞いていてくださったのは心強いこと

でした。最初の症例解説は小田義直先生（骨腫瘍），長村義

之先生（内分泌），松原　修先生（呼吸器），柳井（婦人科），

伊藤智雄先生（骨腫瘍）が順に担当しました。最後に Special 

lecture として覚道健一先生が Differences between Asian 

and Western Thyroid Practice の講演を行いました。当初こ

11th Asian-Pacific IAP Congress 
に参加して

Cytopathology Symposium
Speakers from various divisions in addition to the Chinese 
Division.
Dr. Dietmar Schmidt, President of IAP, is in the center.
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のセッションに参加が予定されていた加藤良平先生が台風 19

号の影響で出発できず，ご参加いただけなかったのは残念で

した。

閉会式では Jing Zhang 先生から 27 カ国から 1,000 人を超

える参加者があったことが報告されました。APIAP の外部

のアフリカや，ベトナムなど IAP の支部のない国からも参加

者があったようです。続いて優秀演題賞の表彰，ボランティ

ア・スタッフ（多くは若い病理医らしい）の顕彰，そして今

回の会長である Bian Xiu-Wu 先生から IAP の旗の引き継ぎ

が行われました。閉会式の内容が直前まで定かでなかったた

めか，閉会式の時点では日本から来られていた先生のほとん

どがすでに帰国の途についており，残った日本からの参加者

の中で次回開催地の岡山の人間だからということで私が Bian 

会長から IAP の旗を引き継ぐという栄誉に浴することができ

ました。私自身は人前で目立つことをするのが得意ではない

のですが，後で送っていただいた写真を見るとにこやかに旗

を振っている自分が写っていて，苦笑しました。その後，次

回 APIAP の紹介動画が上映され，次回会長の吉野先生のメッ

セージを代読して役目を果たしました。

参加してみて，「さすが中国」と思わせるようなスケール

を感じ，これを日本でできるのか，と不安な気持ちもありま

したが，これまでの APIAP を知る先生のお話では，これま

ではこんなスタイルではなかった，ということでしたし， 

Schmidt 先生から「それぞれの国がそれぞれのやり方でやれ

ばいいんだよ」と言っていただいたことに安心しました。次

回の APIAP では微力ながら皆さんが気持ちよく病理を楽し

める会にできるよう，お役に立てればと思います。多くの先

生方のご参加をお待ちしております。

東京事務局、平塚共済病院　松原　修

APIAP2019 in 合肥 Hefei は、当初から案内、registration、

accommodation などへの不手際、プログラム内容（Asia 重

視でない点）から多くのアジアの国々が参加しないという事

態となり、開催が心配されました。実質的に采配を振るった

Jing Zhang に尋ねると“Everything goes well, but slow”と

の返事でした。でも、開催すると参加者は 1,000 人をこえ，

参加者の国は 27 カ国（アフリカを含む）とのことでした。

何故に Asia Pacific なのにアフリカから？と思いますが、中

国側のバーサリーで呼んだようです。アジアへ目を向けると

いうより、中国の国威高揚という面が強かったのかなと感じ

ました。また米国で活躍している中国人を多く呼んだように

思われました。日本からは、他のアジアの国よりは参加者が

多かったかと思いますが。

APIAP 理事会では吉野先生（写真①）が岡山 APIAP 2021 

Congress の 宣 伝、 小 田 先 生 ② が Glasgow で 福 岡 IAP 

Congress への Bid の宣伝をきっちりしゃべってくれました。

Poster もチラシも、宣伝の絵葉書も小田先生と僕で配りまし
Bian会長からIAPの旗を引き継ぎました。

第 11 回 APIAP 合肥 Hefei Congress で 
驚いたこと

閉会式。後列，スーツ姿の右から4人目が伊藤先生（神戸大学），覚道先生，柳井，Bian会長。
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た。日本のプレゼンスのために特別な session を設けてもら

い、小田先生、長村先生、松原、柳井先生、伊藤先生（神戸大）、

覚道先生（近畿大）がしゃべる機会を作ってもらいました。

岡山 APIAP 2021 Congress は先ではありますが、JDIAP

もいろいろ準備、宣伝活動をしなくてはいけないと思います。

中国での Congress は、大変な財力での会議、Speaker の選

択の特殊性、Congress の目的、会議の主体は Expert による

講演で一般の発表はすべて Poster、食事はすべてサプライす

る、バーサリーでアフリカからも若い人を呼ぶ、ボランティ

アによる Executive の接待、などびっくりすることが多かっ

たです。その 1 つ、演者が中国語でしゃべっていて、スクリー

ンの左の方に中国語と英語の文字が表示されました③。AI の

発達の成果と思いましたが、これを使えると教育セミナー、

岡山 APIAP Congress、福岡 IAP Congress に外国人に来て

いただいても、また日本人の聴衆にも不自由がないかと思い

ました。JNTO の川﨑部長にこのことを話したら、日本でも

このあたりの研究をされている先生がいらっしゃり、一部は

もう使えるとのことです。

驚き中でも Gala dinner の後のエンターテイメントは特記

に値すると思いました。Gala Night Program（文芸晩会苓目

録）と名打ったもので、14 個の演題からなり、古箏合奏、木

琴、笛、竪琴などの器楽演奏、踊り④、オペラ、カンフー、“O 

sole mio”の独唱⑤、“Song of Lymphoma”の独唱⑥、変面

の芸⑦など、どの演題も苦労人肌で、びっくりするやら、感

動するやら、とても楽しいものでした。「リンパ腫の歌」は

Chongquing 大学の病理の教授の女医先生が歌われました。

彼女の専門がリンパ腫だとか。バックのスクリーンにはリン

パ腫の組織像や IHC の像が映されていました。最後のころの

Fashion show ⑧は圧巻で、すらりとした八頭身美人が大勢

出演し、舞台を歩き、ポーズを決めました。「どこから集め

たのか」とつまらない質問をしたら、安徽省の各医科大学、

各病院から医者、看護婦さんたちを動員してとのことと。1

年間に 1 万人近くの新しい看護婦さんを採用するので、いく

らでも人がいるとのことでした。プロではなくて、病理また

その近くの医療関係者が素人の域を超えて、プロ並みの演芸、

エンターテイメントで観客を喜ばせたのには本当に驚き、中

国の巨大さ、懐の大きさ、ユーモア感覚、凄さを目のあたり

にした次第です。

IAP 日本支部会長　吉野　正

2021 年秋にアジア太平洋 IAP 学会を岡山で開催すること

は、すでにお伝えしたとおりです。同年病理学会秋期特別総

会も開催することから、どのようにするかを部内では田中健

大（たけひろ）医局長を中心に、日本旅行とともに議論を重

ねております。種々の選択枝がありましたが、11 月 4 日 5 日

に病理学会、6 日に IAP 日本支部の教育セミナー、スライド

セミナーがあるので、それとほぼ平行する形で 11 月 3 日か

ら 6 日に岡山コンベンションセンターを中心に開催すること

といたしました。岡山コンベンションセンターは駅から直結

しており、その周辺には 10 以上のホテルもあり、非常に至

便です。

IAP 日本支部は各臓器系の中心となる方々が理事、委員等

をお勤めになっており、アジア太平洋とくにアジアの各領域

の主だった方々と一緒にセッションをしていただき、実りあ

る会にしたいと思っております。都築常任幹事の多大なご尽

第 12 回 APIAP（2021 年） 
開催準備状況
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力により WHO, AJCC, ICCR の首脳陣に来ていただき、世界

統一した病理診断報告書についてのセッションを設けること

ができるのではないかと思っております。病理診断に軸足が

あるのが IAP ですので、その精神を体現できればと思ってお

ります。多数のご出席をいただけると幸甚です。

IAP 日本支部教育委員長　清川貴子

2019 年病理学セミナーが下記のように開催された．受講者

は，病理診断講習会（午前）403 名，スライドセミナー（午後）

の１限目 390 名，第 2 限目 370 名であった．

スライドセミナーの受講者は受講前および受講後（今回は

2019 年 12 月 31 日まで）にバーチャルスライドの閲覧が可能

であるが，加えて今年は，受講者の事前の予習を充実させか

つ当日の手続きの簡略化を図るために，事前にハンドアウト

を送付した．

尚，病理診断講習会（午前）の概要については，2020 年ブ

レチン 2 号ないし３号に掲載予定である．

日　時：2019 年 11 月 9 日（土）

会　場：�日本教育会館	 �

（〒 101-0003 東京都千代田区一ツ橋 2-6-2）

1．病理診断講習会 　（午前）

テーマ：「胃・大腸腫瘍の病理診断をめぐる最近の話題」

座長：河内　洋（がん研究会有明病院　病理部）

【緒言】

「胃・大腸腫瘍の臨床・病理－時代的変遷と現状の問題点－」

河内　洋

【教育講演１】

「胃の腫瘍（新 WHO 分類と H. pylori 陰性腫瘍を含めて）」

九嶋　亮治（�滋賀医科大学医学部　臨床検査医学講座、附属

病院 病理診断科）

【教育講演２】

「リンチ症候群を含むミスマッチ修復異常大腸癌の病理」

関根　茂樹（国立がん研究センター　中央病院　病理科）

2．スライドセミナー 　（午後）

1 時限目　13：00 ～ 15：00

＊A-1 腎腫瘍
黒田　直人（高知赤十字病院　病理診断科）

●B-1 骨髄病理の基礎と診断
伊藤　雅文（名古屋第一赤十字病院　病理部）

#C-1 周産期胎盤と絨毛性疾患
南口　早智子（京都大学医学部附属病院　病理診断科）

＃D-1
非腫瘍性腸疾患（腫瘍様病変も含む）
味岡　洋一（新潟大学医歯学総合研究科　分子・診断病理
学分野）

2 時限目　15：15 ～ 17：15

＊A-2 子宮腫瘍
三上芳喜（熊本大学医学部附属病院　病理診断科）

●B-2
皮膚の腫瘍性疾患…上から下まで所見をとりながら
のアプローチと鑑別診断
新井　栄一（埼玉医科大学国際医療センター　病理診断科）

#C-2
リンパ腫
竹内　賢吾（公益財団法人がん研究会がん研究所病理部・
分子標的病理プロジェクト）

#D-2 改訂 WHO 分類からみた脳腫瘍の病理診断
小森　隆司（東京都立神経病院　検査科）

（＊印は本年の新規コース，●は来年も行われる予定のコー

ス，# 印は今回で終了したコース）

2019 年　IAP 日本支部 
病理学教育セミナーの報告

会場：日本教育会館

病理診断講習会（午前）

スライドセミナー（小森　隆司先生）
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令和元年 11 月 7 日（木）につくば国際会議場において

International Poster Session が開催されました。IAP 日本支

部関係のプログラムは以下のとおりです。

座長：�羽賀　博典	 �

（京都大学大学院医学研究科附属総合解剖センター）/

Hironori Haga（Center for Anatomical, Pathological 

and Forensic Medical Researches, Graduate School of 

Medicine, Kyoto University）	 �

松原　修	 �

（平塚共済病院 / がん研究会がん研究所）/Osamu 

Matsubara（Hiratsuka Kyosai Hospital/Cancer 

Institute）

〈Chair attended by Hironori Haga〉

P-74　Comprehensive genomic profiling reveals ubiquitous 

KRAS mutations in ovarian seromucinous borderline tumors

Ren-Chin Wu（Chang Gung Memorial Hospital and Chang 

Gung University, Taoyuan, Taiwan）

P-75　SLC2A1 associated with low CD8+T cells is a 

druggable target for stomach cancer: Gene Set Enrichment 

Analysis and CIBERSORT

Kyueng-Whan Min（Department of Pathology, Hanyang 

University Guri Hospital, Guri, Gyeonggi-do, Republic of 

Korea）

P-76　Sialolipoma: a case report

Supasan Sripodok（Department of Pathology, Faculty of 

Medicine Ramathibodi Hospital, Mahidol University, 

Bangkok, Thailand）

〈Chair attended by Osamu Matsubara〉

P-77　Significance of Rac1 Immunoexpression at the 

invasive front of Follicular Thyroid Carcinoma

Hasrayati Agustina（Department of Anatomical Pathology, 

Faculty of Medicine, Universitas Padjadjaran/Hasan Sadikin 

General Hospital, Bandung, Indonesia）

P-78　Central Nervous System Histopathological Features 

in A Recent Methanol Poisoning Outbreak in a Tertiary 

Hospital in Malaysia.

Norizal Mohd Noor（Department of Pathology, Faculty of 

Medicine, Universiti Teknologi MARA, Sg. Buloh, Selangor, 

Malaysia）

東京事務局、平塚共済病院　松原　修

次期会長、九州大学　小田義直

オーストラリアの Professor Jane Dahlstrom OAM（Jane

先生）を日本へ招聘し、岡山の第 58 回日本臨床細胞学会（川

崎医大　森谷卓也教授　会長）において、招請講演「What 

motivates senior clinicians to teach medical students?」とパ

ネルディスカッション「Global standardization of cytology」

第 64 回日本病理学会秋期特別総会に 
おける International Poster Session

座長、演者の集合写真

白熱した討論の様子

発表の様子

Professor Jane dahlstrom OAM を 
招聘しました



8

で「international quality assurance in cytology」を講演して

頂いた（写真①②）。パネルディスカッションは、長村先生

と久岡先生の 3 人が演者であった。

Jane 先生を簡単に紹介しますと、OAM、MBBS（Hons）, 

PhD, FPAC, FRCPA, FFOP, FFSc, Grad Cert Ed Stud

（Higher Education）, SFHEA などと多数の肩書を持たれてい

る。OAM というのは、the Order of Australia で、オースト

ラリア国の女王 Elizabeth II によって 1975 年に決められ、

military と civil があり、英国の “Dame”に相当し、Jane 先

生は女性として 2 人目だそうです。大変な名誉の勲章受章者

の様です。また、彼女の医科大学の Dean も務めていられる

そうです。何よりなのは IAP 本部の Education Committee

の Chair であります。この職は President, Secretary に次ぐ

ほどの要職で、大変な実力者と言えます。持ち前の明るい性

格、社交的で、好奇心の旺盛な方です。とても若々しくて、

4 人の子供、お孫さんもいらっしゃるとは信じられないほど

です。

臨床細胞学会の前後に岡山③、倉敷④を見て頂きました。

ステーキよりも和食がお好きで、吉野先生のご紹介のお寿司

屋さんで小田先生、都築先生、久岡先生と私で歓談しました

⑤。会長をされた森谷先生には Reception に招待して下さっ

たり、講演の機会を与えて下さったり、大変お世話になり、

有難うございました。

岡山の後は福岡へ向かい、小田先生のお世話で九州大学で、

「The biological and clinical significance of stromal-epithelial 

interactions in breast cancer」と題して講演をして頂きまし

た⑥。和食がお好きと言うので、福岡の灘万で会食しました

⑦。福岡コンベンションビューローの有高さんに、福岡国際

会議場の見学、宿泊や観光、特に大相撲福岡場所、また相撲

部屋でのちゃんこ鍋⑧への参加、また福岡城址で和服を試着

する⑨などの機会を作って頂きました。九大の小田先生、教

室員の皆様にも大変お世話になりました。

Jane 先生は、岡山、倉敷、福岡を大層気に行って下さり、

大変喜ばれたことと思います。なお、飛行機代については、

観光局 Japan National Tourism Organization（JNTO）（川

﨑部長、野村さん）の協力を得ました。他にも関係各位の皆様、

ご協力を有難うございました。

第 3回理事会
日　時：2019 年 11 月 7 日（木）12：00 ～ 13：10

場　所：つくば国際会議場　2 階 202A

出席者：�岩崎、長村、小田、加藤、清川、都築、長尾、中谷、

中村、羽賀、橋本、松原、三上、森谷、吉野、大谷（事

務局）、鈴木（事務局）

欠席者：岩下、久岡、南口

第 59 回総会
日　時：2019 年 11 月 9 日（土）12：00 ～ 12：30

場　所：日本教育会館内 9F「平安」の間

出席予定者：156 名　欠席委任状：189 名

報告事項
1．�庶務報告	 �

第 59 回総会、会員関係（10 月 11 日現在）：会費納入

率 約 83%、新入会員 89 名

2．2019 年学会報告

 　・�第 108 回 USCAP Annual  Meet ing（3/16-21、

Maryland, USA）

 　・�第 108 回 JSP 総会、コンパニオンミーティング（5/9、

東京国際フォーラム）

 　・�第 3 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会（5/25-26、

東京慈恵会医科大学）

 　・�台湾病理学会総会、日台交流事業（5/26、Taipei、

Taiwan）

 　・第 11 回 APIAP（10/11-14、Hefei、China）

第 3 回理事会・第 59 回総会
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 　・�第 59 回 IAP 病理学教育セミナー（11/9、日本教育会館、

東京）

3．2019 年会報 News Bulletin

4．2019 年配信 NEWSLETTER

審議事項
1．次年度の理事の改選：新理事 2 名が承認された

2．�会計に関すること：2018 年決算報告および 2020 年予算案

が承認された

3．2019 年病理診断学術奨励賞について：3 名が受賞

4．今後の開催予定国際会議、学術集会

 　・�第 16 回日韓合同スライドカンファレンス（2019 年

11/29-30、Busan、Korea）

 　・�第 109 回 USCAP Annual Meeting（2020 年 2/29-3/5、

Los Angeles、CA、USA）：Japan Night は 3/3 に開催

予定

 　・�第109回JSP総会、Asian Forum／コンパニオンミーティ

ング（2020 年 4/16、福岡国際会議場）：アジア 5 か国

から speaker を招聘

 　・�第 4 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会（2020 年

5 月、東京慈恵会医科大学）

 　・�第 33 回 IAP Int’l Congress（2020 年 8/29-9/2、

Glasgow、Scotland、UK）

 　・�第 60 回 IAP 病理学教育セミナー（2020 年 11/14、アク

トシティ浜松、静岡）

 　・�第 8 回日台合同スライドカンファレンス（2020 年 10/3-

4、メルパルク京都、京都）

5．�2021 年 APIAP Congress 岡山：2021 年 11/3-6、岡山コン

ベンションセンターにて開催予定

6．�2026 年 IAP Int’l Congress 福岡開催誘致：誘致に向けた

今後の取り組みを審議

7．�2020 年日台交流事業 Senior（春）Junior（秋）招聘につ

いて：Senior の講演を審議

8．�IPS 病理学会国際ポスターセッションの取り決め：春の総

会での実施を審議

9．その他

 　・シニア（終身）会員申請者：承認された

 　・�シニア会員細則の改定：「会員歴 20 年以上」を追加す

ることが承認された

 　・�教育セミナーの開催協力金について：今後は資金拠出

の是非について随時検討、対応する

 　・賛助会員の企業：引き続き募集する

選考の結果、次の 3 名の方が受賞されました。誠におめで

とうございます。

【坂本　佳奈　先生】

所属：�公益財団法人がん研究会がん研究所分子標的病理プロ

ジェクト

論文：�Recur ren t  8q24  r ea r r angement  i n  b l a s t i c 

plasmacytoid dendritic cell neoplasm: association with 

immunoblastoid cytomorphology, MYC expression, 

and drug response.

雑誌：Leukemia 2018 Dec；32（12）：2590-2603.

【橋本　大輝　先生】

所属：国立がん研究センター　中央病院　病理科

論文：�RHOA mutations and CLDN18-ARHGAP fusions in 

intestinal-type adenocarcinoma with anastomosing 

glands of the stomach.

雑誌：�Modern Pathology 2019 Apr；32（4）：568-575.（Epub 

2018 Nov）

【六反　啓文　先生】

所属：東京大学医学部附属病院 病理部

論文：�Initial and crucial genetic events in intestinal-type 

gastric intramucosal neoplasia.

雑誌：�Journal of Pathology 2019 Apr；247（4）：494-504.（Epub 

2018 Nov）

2019 年 IAP 日本支部・ 
病理診断学術奨励賞

受賞者の皆様と関係役員。左から吉野会長、坂本先生、橋本先生、六反
先生、長尾選考委員長、小田次期会長

総会の様子
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2020 年 -2022 年の新理事の選挙が行われ、お二人の先生が

新理事に当選されました。

滋賀医科大学医学部附属病院病理診断科

九嶋亮治

この度 IAP 日本支部理事（2020-2022

年）に任命されました。学生時代に読

んだ「病理医覚え書」（金子仁著）をきっ

かけにこの道に進みましたが、卒後し

ばらくの間は「病理医」よりも実験重視の教室で育ちました。

その中で、当時は今の様に診断病理系の講習会も少なく、慈

恵医大の高木会館で行われていた IAP スライドセミナーに出

席するのを大変楽しみにしていました。1980 年代後半に、田

舎の大学で教室プローベ程度しかみたことのなかった若造に

とって、美麗なスライドグラスを予め入手、鏡検し、東京都

心の伝統ある施設で教科書でしか知らない先生方から受ける

講義は、予備校時代にカリスマ講師の授業を受けたのと同じ

ような気分でした。その後、紆余曲折を経て、スライドセミ

ナーや病理診断講習会の講師を務める立場になってしまいま

した。30 年ほど前のワクワク感を今も変わらず老若男女の先

生方に感じ取ってもらえるようなイベントが開催できるよう、

新人理事として IAP 日本支部の運営に尽力したいと存じます。

東京女子医科大学　病理診断科

長嶋洋治

このたび IAP 日本支部理事を拝命い

たしました東京女子医科大学の長嶋洋

治です。私は 1999-2008 年の間、IAP

日 本 支 部 主 催 の Surgical Pathology 

Update（通称、湘南セミナー）全回に参加し、多くの知識と

仲間を得ることができました。私の大事な宝物であり、開催

いただいた IAP 日本支部の先生方には心から感謝しておりま

す。

専門は①泌尿器病理［特に腎腫瘍：希少腎癌（転座型、酵

素欠損、透析関連など）のコンサルテーションお受けしてい

ます］、②腫瘍細胞生物学（がんの浸潤転移・細胞極性の異常）、

③医学教育学（基礎医学と臨床医学の懸け橋としての病理学）

です。

今回の理事就任を機に、IAP 日本支部と会員の先生方に恩

返しできるよう、お役に立てるよう努力いたします。ご指導、

ご鞭撻ください。よろしくお願いいたします。

日時：2020 年 2 月 29 日（土）－ 3 月 5 日（木）

場所：�Los Angeles Convention Center, Los Angeles, CA, 

USA

参照：�https://www.xcdsystem.com/uscap/program/

f8VZ001/index.cfm

Japan Night（立食パーティー）を 3 月 3 日（火）に開催す

る予定です。

日時：2020 年 4 月 16 日（木）

場所：福岡国際会議場（福岡市）

日時：2020 年 5 月 23 日（土）、24 日（日）

場所：東京慈恵会医科大学

日時：2020 年 8 月 29 日（土）－ 9 月 2 日（水）

場所：�Scottish Event Campus, Glasgow, G3 8YW, Scotland, 

UK

詳細：https://iap2020.com

日時：2020 年 10 月 3 日（土）－ 4 日（日）

場所：メルパルク京都（京都市）

日時：2020 年 11 月 14 日

場所：アクトシティ浜松（浜松市）

日時：2021 年 3 月 13 日（土）－ 3 月 18 日（木）

場所：�Baltimore Convention Center and Hilton Baltimore, 

Baltimore, MD, USA

新理事の抱負 Upcoming Meeting

第109回United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting

第 109 回日本病理学会総会 Asian Forum/
コンパニオンミーティング

第 4 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会

第 33 回 IAP Congress

第 8 回日台合同スライドカンファランス

第 60 回 IAP 病理学教育セミナー

第110回 United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting
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日時：2021 年 11 月 3 日（水）－ 11 月 6 日（土）

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市）

会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

2021 年に第 12 回 APIAP を岡山で開催することになりま

した（大会長　吉野正、副会長　清川貴子）。この会が日本

で開催されるのは初めてのことです。開催の詳細や内容につ

いては現在検討中であり、後日改めてお知らせ致しますが、

皆さまのご協力とご支援を心よりお願い申し上げます。

日時：2022 年 10 月 9 日（日）－ 14 日（金）

場所：Sydney, Australia

日時：2024 年 10 月 26 日（土）－ 31 日（木）

場所：Cancun, Mexico

東京事務局　松原　修

Jack Perry Strong 先生が今年 10 月 19 日にお亡くなりに

なりました。享年 91 歳でした。日本の会員の先生方も“Jack 

Strong”というお名前には親しみを持たれていたことと思い

ます。JDIAP 前会長の鈴木　実先生、前会長の牛込新一郎先

生は大変親しくされていらっしゃり、そのお陰かと思います

が、我々日本に親しみを持たれていられました。何回も来日

され、2000 年の名古屋 Congress 誘致など、日本支部のため

に何かにつけて、本当に尽くして下さったことに感謝を申し

上げたいと思います。JDIAP 名誉会員であり、2008 年には

天皇陛下から“the Order of the Rising Sun, Gold Rays with 

Neck Ribbon（旭日中綬章）”の叙勲を受けられています。そ

の他にも数々の名誉ある賞を、また IAP 本部、USCAP での

President, Treasurer などで Dr. IAP として大活躍されまし

た。ご専門は心血管病理学、とくに粥状硬化症の研究が有名

です。

特記したいのは New Orleans に日本庭園を造られたことで

す。大層ご自慢だったようです。また、奥様の Mihoko 様と

は中睦まじく、大変お幸せな人生であったのではと思ってい

ます。Jack 先生の記録を Homepage の方へ掲載しておこう

と考えています。

 ・2020 年（令和 2 年）の会費請求書を郵送しました。

▷�名誉会員、シニア会員の方は会費免除のため請求はありま

せん。

▷�専門医資格を取得されたジュニア会員は、2020 年より一般

会員へ移行して頂きます。お手元に届く会費請求書をお確

かめのうえご納入ください。

 ・�登録内容が変更になった方は、マイページにて登録変更手

続きをお願いします。マイページの ID、PW が不明な方、

Email アドレスが未登録の方は東京事務局までご連絡くだ

さい。

東京事務局

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

名古屋事務局

TEL：090-5876-9014

Email：nagoya.office@iapjapan.org

第 12 回 Asia pacific IAP（APIAP）
Congress

第 34 回 IAP Congress

第 35 回 IAP Congress

Obituary for Jack Perry Strong, MD 事務局よりお知らせ
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IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1．�病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引	 �

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2．�スライドセミナーの会員割引	 �

1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円	 �

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2 コースを受講す

る場合	 �

会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円	 �

＝計 32,000 円	�

非会員　受講料＝ 38,000 円	 �

6,000 円（2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3．�USCAP Journal を会員価格で定期購読	 �

- Modern Pathology, Laboratory Investigation-	 �

1 冊の年間購読料 約 $109 ～、年により変動あり

4．IAP 日本支部・IAP 本部の会報　News Bulletin

5．�スライドセミナー 3 年経過したものを HP 上でハンドアウ

ト公開（予定）

6．�国際学会の情報取得	 �

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/ 日韓合同スライドカン

ファランス / 日台合同スライドカンファランスなど
一般会員 シニア会員 ジュニア会員 非会員

入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会  5,000 円 無料 3,000 円   8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です。

■シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上で会員歴 20 年以上の現会員

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

�特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します。

* 申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式を

ダウンロードし、東京事務局へ E メールにて申請してくださ

い。

本年度も賛助会員として下記の 8 社がご入会くださってお

ります。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを

紹介させていただいております。ご協力に大変感謝致します。

会員の皆様、当学会の活動に賛同いただける、その他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

㈱東京セントラルパソロジーラボラトリー

株式会社　日本臨牀社

株式会社　フィリップス ジャパン

株式会社　臨床病態医学研究所

サクラファインテックジャパン株式会社

フィンガルリンク株式会社

富士製薬工業株式会社

ライカマイクロシステムズ株式会社

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　久岡正典

委　　員　�三上芳喜	 �

渡辺みか

IAP 日本支部会員になろう！
JDIAP 賛助会員


